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一

天
台
止
観
た
る
三
種
止
観
の
艘
系
化
は
天
台
智
頻
に
よ
つ
て
完

成
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
既
に
彼
以
前
に
お
い
て
南
岳
慧
思
に
三

種
止
観
の
構
想
の
あ

つ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
從

つ
て

天
台
智
頻
は
南
岳
慧
思
に
師
事
し
た
七
年
間
に
輝
法
と
共
に
師
の

琿
観
の
禮
系
的
構
想
を
會
得
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
天
台
止
観

の
盟
系
は

一
時
に
完
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
嚢
展
の
過
程
を

経
て
お
り
、
時
代
の
學
風
の
影
響
を
受
け
、
特
に
南
岳
慧
思
の
影

響
は
特
筆
す
べ
き
も
の
が
あ
つ
た
と
思
う
。
今
こ
㌧
に
天
台
止
観

の
艦
系
化
に
つ
き
、
強
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
南
岳
慧
思
の
輝
學
風

に
中
心
を
お
い
て
、
圓
頓
止
観
の
成
立
過
程
を
考
察
し
て
み
よ
う

と
思
う
。

南
北
朝
時
代
に
お
い
て
は
特
色
あ
る
佛
教
學
風
を
呈
し
、
南
朝

は
講
経
偏
重
で
あ
り
、
北
朝
は
重
暉
輕
講
と
い
う
封
照
的
學
風
が

起

つ
た
と
云
わ
れ
る
。
南
岳
慧
思
は
南
北
朝
時
代
に
活
躍
し
た
人

で
あ
り
、
當
時
の
佛
教
學
風
の
う
え
に
位
置
ず
け
れ
る
と
す
れ
ば

北
朝
の
重
暉
輕
講
に
該
當
[す
る
で
あ
ろ
う
。
彼
が
輝
観
に
傾
倒
し

た
動
機
と
し
て
、
績
高
曾
傳
の
慧
思
傳
に
は
妙
勝
定
経
を
綾
調
し

て
輝
の
功
徳
に
感
銘
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
立
誓
願
文
で

は
二
十
才
の
時
に
世
の
無
常
を
見
て
菩
提
心
を
獲
し
、
首
榜
嚴
の

た
め
に
遍
く
齊
國
の
諸
大
輝
師
を
歴
訪
し
て
摩
詞
街
を
學
び
、
恒

に
林
野
に
居

つ
て
経
行
修
輝
す
る
こ
と
に
な

つ
た
と
記
さ
れ
て
い

る
。
は
た
し
て
南
岳
慧
思
の
修
縄
に
勤
め
る
よ
う
に
な
つ
た
動
機

が
妙
勝
定
経
を
讃
ん
だ
こ
と
に
あ
る
か
、
或
は
二
十
才
の
時
に
心

境
の
攣
化
を
な
す
事
件
が
起

つ
た
爲
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
然
し

な
が
ら
法
華
経
及
び
大
乗
の
諸
経
を
讃
講
し
て
い
た
と
い
う
立
誓

願
文
の
記
載
と
、
綾
高
僧
傳
の
慧
思
傳
に
法
華
等
の
経
三
十
鯨
巻

を
調
し
て
敷
年
の
間
に
千
遍
に
及
ん
だ
と
い
つ
て
い
る
こ
と
か
ら
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推
し
て
、
調
経
か
ら
修
暉
に
轄
換
し
た
こ
と
は
事
實
の
よ
う
で
あ

る
。南
岳
慧
思
は
修
縄
生
活
六
年
の
後
に
、
北
齊
の
慧
文
琿
師
に
師

事
し
て
、
從
學

一
年
の
後
に
法
華
三
昧
を
開
悟
し
た
。
慧
文
暉
師

は
摩
詞
止
観
の
序
分
に
よ
る
と
、
大
智
度
論
を
心
要
と
し
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
大
智
度
論
百
巻
は
大
品
般
若
経
の
註
繹
を
な

し
た
龍
樹
の
著
作
で
あ
る
。
大
品
般
若
経
は
般
若
波
羅
蜜
を
修
學

す
る
こ
と
を
強
調
す
る
経
典
で
、
空
観
に
よ
つ
て
諸
法
實
相
を
了

悟
す
る
と
こ
ろ
に
経
意
が
あ
る
。
そ
う
い
う
黙
か
ら
慧
文
暉
師
の

法
門
は
、
大
品
般
若
経
の
諸
法
實
相
を
智
度
論
の

一
心
三
智
、

一

心
三
観
と
し
て
、

一
心
に
把
握
し
た
と
こ
ろ
の
般
若
空
観
で
あ
つ

た
と
み
ら
れ
る
。
南
岳
慧
思
が
大
品
般
若
経
及
び
大
智
度
論
の
所

説
で
あ
る
般
若
空
観
を
重
覗
す
る
の
は
、
慧
文
繹
師
の
感
化
に
よ

る
も
の
と
い
え
よ
う
。
大
品
般
若
経
及
び
智
度
論
の
般
若
波
羅
蜜

を
六
度
萬
行
の
根
本
と
す
る
主
知
主
義
か
ら
、
暉
波
羅
蜜
を
重
覗

す
る
主
暉
主
義
え
の

一
大
轄
換
を
行
つ
た
の
が
慧
思
で
あ
る
。

二

 

南
岳
慧
思
は
諸
法
無
謬
三
昧
法
門
の
中
で
、

一
切
の
佛
法
を
學

ば
ん
と
す
れ
ば
先
ず
澤
戒
を
持
ち
琿
定
に
勤
め
よ
と
い
つ
て
、
佛

教
に
お
け
る
實
践
法
を
列
羅
し
た
。
翻
ち
、
百
八
三
昧

・
五
百
陀

羅
尼

・
諸
解
脱

・
大
慈
大
悲

・
一
切
種
智

・
五
眼

・
六
耐
通

・
三

明

・
八
解
睨

・
十
力

・
四
無
畏

・
十
八
不
共
法

・
三
十
二
相

・
八

十
種
好

・
六
波
羅
蜜

・
三
十
七
品

・
四
弘
大
誓
願

・
四
無
量
心

・

如
意
肺
通

・
四
撮
法

・
十

一
智

・
八
背
捨

・
九
次
第
定

・
師
子
奮

迅
三
昧

・
超
越
三
昧

・
九
想

・
十
想
の
名
目
を
學
げ
て
い
る
。
こ

う
し
た
輝
観
は
大
品
般
若
経
及
び
智
度
論
に
説
か
れ
て
い
る
と
こ

ろ
の
輝
法
で
あ
り
、
南
岳
慧
思
は
か
》
る
輝
法
を
す
べ
て
修
習
し

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
彼
は
定
を
奢
摩
他

(ω
9
ヨ
暮
げ
ρ
)
と
云

い
、

智
慧
を
毘
婆
舎
那

(≦
嚇
.ω葦
轟
)

と
名
づ
け
、
定
を
大

別
し
て
三
種
と
し
た
。
三
界
に
配
當
し
て
下
定
は
欲
界
定
、
中
定

は
色
界
定

・
上
定
は
無
色
界
定
と
し
、
又
三
乗
に
配
當
し
て
下
定

は
聲
聞
定
、
中
定
は
辟
支
佛
定
、
上
定
は
如
來
定
及
び
諸
の
菩
薩

定
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
天
台
智
頻
は
次
第
輝
門
の
第
四
辮
縄
波

羅
蜜
詮
次
の
章
に
、
暉
波
羅
蜜
を
修
習
す
る
次
第
を
述
べ
て
い
る

中
で
、
有
漏
暉
に
つ
い
て
阿
那

波
那

(敷

息
観
)

を
修
し
て
欲

界
定
に
入
り
、
次
に
四
暉

・
四
無
量
心
の
色
界
定
、
四
空
庭
定
の

無
色
界
定
に
入
る
と
云
つ
て
い
る
。
こ
の
三
界
に
暉
定
を
配
當
す

る
の
は
南
岳
慧
思
の
影
響
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
智

慧
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
智
を
三
種
に
分
け
て
道
智
、
道
種
智

一
切
種
智
と
な
し
、
慧
に
つ
い
て
も
道
慧
、
道
種
慧
、

一
切
種
慧

の
三
種
に
分
類
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
智
慧
を
各
々
三
種
に
分

け
て
性
格
ず
け
る
の
は
大
品
般
若
経
第

一
巻
、
大
智
度
論
二
十
七

巻
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
彼
は
大
品
般
若
経
及
び
大
智
度
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論

に
よ

つ
た
も

の

で
あ

る

こ
と
が

知

ら

れ

る
。

智

に

つ
い

て
は
更

に
分

類

し

て
法
智

、

世
.智

、

他
心

智

、
宿

命

智

、
苦

智

、
集

智

、

滅

智

、

道
智

、
鑑

智

、
無

生

智
、

如
實

智

の
十

一
智

を
述

べ
て

い

る
が

、

こ

の
十

一
智

も
罵大
品
般

若

経

巻
第

五
、
智

度
論

四

十

七
巻

に
説

述

さ
れ

て
い

る
と

こ

ろ

で
あ

つ
て
、

南

岳
慧

思

は
大

品

般
若

経

、

大
智

度
論

に
よ

つ
て
琿
波

羅

蜜

を
組

織

づ

け

よ
う

と
し

た

工

夫

が

考

え
ら

れ

る
。
彼

は
坐
縄

に
よ

つ
て
身
本

を
観
ず

る

こ
と

を

強

調

し

て

い

る
。

身

本

と

は
如

來

藏

、
自

性

清
澤

心

の
こ
と

で
あ

つ
て
、
眞

實

心

と
名

づ

け

る
と

こ

ろ
の
も

の
で

あ

る
。

こ

の
眞

實

心

は
内
外

、

中
間

、

断
常

、

中

道
、

名
字

、

相

貌

、
自

他

、

生

滅

、
去

來

な
き
も

の
を
云

う

の

で
あ

る

と
し

て

い

る
。

…陣

の
究
極

を
寂
静

に
求

め

て
、

心
が

一
切

の
相

に
貫

著

せ
ず

慢

を

生
ず

6

こ

と
な

く
、
煩

拶

を

断
ず

る

こ
と

に
暉
観

の
意
義

を
認

め

て
お
り

、

寂

静

の
境

地

に
入

る

に

は
観

身

、

観
受

、

観

心

の

三
事

を
観
察

し

一
心

に
四

輝

十

八
智

を
得

る
こ
と

に

あ

つ
た
。

寂

静

の
境

に
入

る

に
は
般

若

を
必

須

の
も

の
と
す

る
が
、

こ
の
般

若

は
暉

定

よ

り
生

ず

る
も

の

で
あ
り

、
暉

観

を
無

硯

し

て
般

若

を
求

め

る

こ
と

は
不

可

能

で
あ

る
と
す

る
。

こ
れ

が
南

岳
慧

思

の
暉

観

至

上
主

義

の

一

つ
の
理
由

で
あ

る
と

理
解

し

て
よ

い
で
あ

ろ
う

。

彼

の
暉

観
思

想

は

天
台

智
頻

の
著

述

の
中

に
輝

波
羅

蜜

と

し

て
現

れ

て

い
る
。

諸

法

無
謬

三
昧
法

門

に

高

心
輕

慢

坐

琿
之

人
、

如

γ
是

論

師
、

死

入
二
地
獄

一
、
呑

一一熱

鐵

厩

一、

出
爲

二
飛
鳥

、

猪

羊

畜
獣

、

鶏

狗
野

干

、

狐

狼

等

気

と
い
つ
て
、
高
慢
心
を
も

つ
た
修
輝
者
、
論
師
を
非
難
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
當
時
の
佛
教
界
に
お
け
る
佛
教
者
を
誠
め
た
も
の
で

あ
り
、
ま
た
彼
の
佛
教
に
封
す
る
眞
剣
な
態
度
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

諸
法
無
謹
三
昧
法
門
に
四
念
威
観
法
を
説

い
て
い
る
が
、
こ
れ

は
大
品
般
若
経
巻
五
、
大
智
度
論
巻
四
八
に
読
述
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
南
岳
慧
思
は
大
品
般
若
経
、
大
智
度
論
に
読
か
れ
て
い
る

琿
法
を
重
硯
し
た
結
果
、
四
念
虞
観
法
を
大
小
乗
の
共
通
観
法
と

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
四
念
威
観
法
の
第

一
は
身
念
虞
観
で
あ

つ
て

身
は
不
浄
で
あ
る
と
観
ず
る
観
法
で
あ
る
か
ら
、

一
名
不
漂
観
と

も
云
う
。
我
今
此
身
從
レ何
生
、
如
r是
観
時
、
都
無
=
生
虚
一、

但
從
二

貧
愛
・虚
妄
念
一起

こ
れ
は
身
膣
の
根
源
を
観
察
す
る
に
、
そ
の
生
ず
る
と
こ
ろ
は
妄

念
よ
り

起
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
云
つ
た
も
の
で
あ
る

が
、
云
う
ま
で
も
な
く
身
膿
に
執
着
す
る
こ
と
を
噺
じ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
貧
愛
な
る
妄
念
を
観
ず
る
に
空
寂
で
あ
る
か
ら
、

無
生
無
滅
で
あ
つ
て
、
身
は
化
生
で
あ
つ
て
實
膿
が
な
い
こ
と
を

知
る
と
云
つ
て
い
る
。

復
観
=貧
愛
妄
念
之
畢
章
空

寂
無
生
無
滅
一、
印
知
二身
化
生
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不

シ
實

、
頭

等

六
分

色

如

一一空
影

一
如

二虚

薄

雲

一
、
入
氣

出
息

氣

如

二
空
微

風

一
、
如

γ是

観
時

影

雲

微

風
皆

悉
空

寂

無

噺
無

常

、

無

生
無

滅

、
無

相

無
貌

、

無

名
無

字

、

既

無

二
生
死

一亦
無

=

渥
繋

一、

一
相

無
相

、

一
切

衆

生

復
如

γ是

、
是

名
三
総

観

=
諸

法
實

相

一如

レ是

観

寛

と
読

い

て

い
る
。

こ
れ
は
身

念

庭

観

の
根

本
的

な
蹄

趣

で
あ
り

、

四
念

虞

観

の
理

趣

で
も

あ

る
。

四

念
威

観

は
南

岳

慧

思

に
あ

つ
て

は
大
品

般
若

経

の
諸

法
實

相

を
了

悟

す

る
も

の

で
あ

る

と

い
え

よ

う
。

彼

の
繹

観

は
四
念

庭

観

に

お

い
て
、

諸
法

實

相

を
般

若

の
空

の
立
場

に
お

い
て
、
禮

得

せ
ん
と

し

た
も

の
で

あ

る

こ
と
が
知

ら

れ

る
。

次

は
受

念
塵

観

で
あ

る
が
、

こ
れ

は
受

を
苦

で
あ

る
と
観
ず

る

観

法

で
あ

る
。

受

を
苦

受

、
樂

受

、

不
苦

不

樂
受

の
三

種

に
分

け

て
、
苦

受

と
樂

受

は
行

、

識

、
名

色

、

六
入

、
鰯

、

受

、
愛

、
取

有

、

生
、

老

死

に

よ

つ
て
生
ず

る
も

の
で

あ
り

、
不

苦

不
樂

受

は

無

明

に

よ

つ
て
生

ず

る

と

し

て

い
る
。
受

は

三
事
和

合

に

よ

つ
て

生

じ

、
根

本

は
無

明

で

あ

る
か
ら

し

て
、

こ

の
無

明

を

噺
ず

れ
ば

受

は

断

ぜ
ら

れ

る
と

す

る

の
が
南

岳

慧

思

の
読

で
あ

る
。

諸

法
無

謝

三
昧
法

門

に
、

受

念

虞

初
學

時

能
断

=
苦

樂

諸
繋

.縛

一、

初

観
諸

受

内
外

苦
亦

観
諸

受
内

外

空

不
苦

不

樂
受

亦

空

、
漸

=
陰

界

入

一破

=無

明

一

観

三
二
受

性
非

空

有

一則
無

一一繋
縛

一
、

無

二解

脱

一、

法
性

無

γ

佛
無

二
浬
葉

一亦

無

三
説

法
度

二
衆

生

一、
衆

生

與

レ
佛

一
如

如

、

本

末
究

寛
無

二
差

別

一、

坐

一一道

場

一
得

レ成

二
佛

道

一

と
述

べ
ら

れ

て

い
る

よ
う

に
、
受

念

庭

に

あ

つ
て
も

空

に
そ

の
飼

結

を

み

る
も

の
で

あ

る
と

い
え

る
。

心
念

虞

観

に
あ

つ
て

は
心

を
無

常

と
観
ず

る
観

法

で

あ

る
が

南

岳

慧

思

は
・10
は
常

な

る
も

の

で
は

な
く
、

心

の
住

威

は
不
定

で

あ

つ
て
、

空

に
し

て
主

鷹

は

な

い
と

次

の
よ
う

に
詮

述

し

て

い

る
。

三
界
虚

妄

皆

心
所

作

、
既

観

二
是

心

一從

二
何

庭

一生

、

心
若

在

レ内

何

威

居
止

、

遍
観

二
身

内

一求

レ
心

不

γ得

、

無

=
初

生
庭

一

亦

無

=
相

貌

一
、

心
若

在

レ
外
住

在

=
何

所

一、

遍

観

=
身

外

一、

寛

三
心
方
所

一
、
都

不

r
見

γ心

、
復

観

=
中
間

一亦

不

レ見

γ心

、

如

r是

観
時

不

γ見

二
内

入

心

一、
不

γ見

二
外

入

心

一、
不

γ見

内

外

入

心

一、
不

r見

一一陰

中

心

一、
不

r見

二
界

中

心

一、
當

レ知

此

心
空

無

γ有

γ
主

次

に
法

念
虚

観

に

つ
い

て
み

る

に
、

こ
の
観

法

は
善

法

、
不

善

法

無

記
法

に
お

い

て
無

我

と

観
ず

る
観

法

で
あ

る
が
、

南

岳

慧
思

は
諸

法
無

謝

三
昧

法
門

に
、

復
次

法
念

虞

、
内

法

外

法
内

外
法

、

内
法

者
是

六
情

、
外

法

者
是

六
塵
、

名
爲

三
ハ
境

一、

内
外

法

者

名
爲

三
ハ
識

一、
亦

名

三
ハ
神

一
、
名

一一十

八
界

一
、

三
毒

四
大

五
陰

十

二
入
十

二
因
縁

悉
是

其

中
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と
読
か
れ
て
い
る
。
印
ち
六
情
、
六
塵
、
六
識
を
無
我
と
観
ず
る

こ
と
に
法
念
虞
観
の
中
心
が
あ
る
と
云
え
よ
う
。

天
台
智
顕
が
修
暉
寺
に
於
い
て
講
読
し
、
章
安
灌
頂
の
記
述
し

た
も
の
に
四
念
庭
四
巻
が
あ
る
。
こ
の
書
の
中
に
南
岳
慧
思
の
説

と
し
て
、
ニ
ケ
所
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
四
念
庭
巻
第

一
に

南
嶽
師
云
、
九
想
八
背
、
諸
蜀
治
助
開
、

三
脱
門
故
名
=共

㈹

念
庭
一也

と
云
い
、
ま
た
同
文
以
下
に

南
嶽
師
云
、
教
所
詮

一
切
入
界
事
理
、
名
義
言
語
音
僻
因
果

膣
用
観
達
無
γ擬

と
い
う
章
句
を
み
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
南
岳
慧
思
の
四
念
威

観
の
所
説
で
あ

つ
て
、
當
時
實
際
に
四
念
庭
観
が
修
習
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
に
相
違
な
い
。

三

 

南
岳
慧
思
の
輝
観
に
於
て
特
筆
す
べ
き
は
随
自
意
三
昧
と
法
華

三
昧
で
あ
つ
て
、
こ
の
外
に
念
佛
三
昧
、
般
舟
三
昧
の
名
稻
が
随

自
意
三
昧
の
初
め
に
み
え
て
い
る
。
随
自
意
三
昧
は
行
威
儀
品

・

住
威
儀
品

・
坐
威
儀
品

・
眠
威
儀
品

・
食
威
儀
中
具
足

一
切
諸
上

味
品

・
語
威
儀
品
の
六
品
よ
り
成

っ
て
お
り
、
初
獲
心
の
菩
薩
が

六
波
羅
蜜
を
修
學
す
る
に
は
暉
定
を
も
つ
て
根
本
と
す
べ
き
こ
と

を
説
き
、
輝
定
を
修
習
す
る
に
は
行
住
坐
眠
の
四
威
儀
と
食
と
語

の
威

儀

に

お

い
て

六
波
羅

蜜

の
行

を

修

し

な
け

れ
ば

な
ら

ぬ
と

言

う

。

随

自
意

三
昧

行

威
儀

品

第

一
に

随

自
意

三
昧

者

、
先

以

二
大

悲

眼

一観

=
衆

生

一、

學

足
下

足

具

三
ハ
波
羅

蜜

一

と
云

つ
て

い

る
の

で
、

こ
れ

か
ら

推

し

て
随

自
意

三
昧

の
修

習

に

あ

つ
て

は
、

六
波

羅

蜜

の
具

足

が
前
提

と

な

つ
て

い

る

こ
と

を

知

る
。

六
波

羅

蜜
を

こ
と

さ
ら

に
張

調

す

る

の
は
首

榜
嚴

三
昧

経

に

よ

る
も

の

で
あ

つ
た
。

印

ち

、

こ

の
説

は
首

楊
嚴

三
昧
経

巻

上

に

佛

告

二
堅

意

一、
菩

薩

住

二
首
楊

嚴

三
昧

一
、

六
波
羅

蜜

世

世

自

知

不

7
從

=
他

學

一、

摯
足

下
足

入

息
出

息

、
念

念

常
有

三
ハ
波

㈲

羅
蜜
一

と
あ
る
か
ら
、
南
岳
慧
思
は
こ
の
経
に
よ
つ
て
随
自
意
三
昧
を
読

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
天
台
智
顎
は
摩
詞
止
観
巻
第
二
上
に
四

種
三
昧
を
詳
読
し
て
い
る
が
、
こ
の
な
か
の
非
行
非
坐
三
昧
に
お

い
て
、南
岳
師
呼
爲
一一随
自
意
一、
意
起
師
修
三
二
昧

一、大
品
構
二覧
意

三
昧
一、

意
之
趣
向
皆
覧
識
明
了
、
錐
=復
三
名
一實
是

一
法

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
て
み
る
と
天
台
智
頻
の
覧
意
三
昧
と
南

岳
慧
思
の
随
自
意
三
昧
は
同
義
異
語
で
あ
り
、
天
台
智
顕
は
三
昧

を
方
法
論
的
立
場
に
お
い
て
四
種
三
昧
に
分
類
し
て
こ
の
随
自
意

三
昧
を
非
行
非
坐
三
昧
と
し
て
位
置
ず
け
た
が
、
南
岳
慧
思
の
三

昧
に
お
い
て
は
如
何
な
る
地
位
を
し
め
る
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
然
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る
に
随
自
意
三
昧
行
威
儀
品
第

一
に

欲
下得
三疾
入
=菩
薩
位
一得
申佛
智
慧
上、
先
當
下具
=足
念
佛
三

昧
般
舟
三
昧
一、

及
學
申妙
法
蓮
華
三
昧
上、

是
諸
菩
薩
最
初㈲

磨
三先
學
一一随
自
意
三
一昧
、
此
三
昧
若
成
就
得
=首
榜
嚴
定
一

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
随
自
意
三
昧
は
念
佛
三
昧
、
般

舟
三
昧
、
法
華
三
昧
の
前
に
修
せ
ら
れ
る
べ
き
三
昧
で
あ
る
と
云

わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
し
て
随
自
意
三
昧
は
念
佛

・
般
舟

・
法
華

等
の
諸
三
昧
の
前
方
便
と
し
て
位
置
ず
け
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

然
ら
ば
次
に
法
華
三
昧
は
如
何
。
法
華
三
昧
は
法
華
経
安
樂
行

義
の
中
に
説
く
と
こ
ろ
の
三
昧
で
あ
る
。
南
岳
慧
思
よ
り
以
前
に

は
法
華
三
昧
の
名
が
法
華
経
の
妙
音
菩
薩
品
と
妙
荘
嚴
王
本
事
品

に
出
て
い
る
だ
け
で
、
然
も
そ
の
行
法
に
つ
い
て
は
何
も
記
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
の
外
に
法
華
三
昧
の
観
法
を
読
い
た
も
の
に
鳩
摩

羅
什
繹
の
思
惟
略
要
法
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

は
普
賢
勘
嚢
品
に
よ
つ
て
三
七
日
に
わ
た
り
修
行
す
る
も
の
と
す

る
外
、
多
寳
佛

・
多
寳
塔
を
念
せ
よ
と
説
い
て
い
る
こ
と
や
、
ま

㈹

た
南
無
佛
と

一
構
す
れ
ば
皆
な
作
佛
す
る
と
い
う
読
な
ど
、
こ
れ

ら
は
ま

つ
た
く
南
岳
慧

思
の
法

華
三
昧
と
相

違
す
る
も
の
で
あ

る
。
南
岳
慧
思
は
慧
文
輝
師
の
會
下
に
あ
つ
て
、
最
初
の

一
年
間

は
撮
心
に
勤
め
た
が
所
讃
な
く
、
翌
年
の
夏
、
安
居
を
寛
つ
て
謹

す
る
と
こ
ろ
の
な
い
こ
と
を
噺
憶
し
、
放
身
し
て
壁
に
碕
ら
ん
と

し
て
背
の
至
ら
な
い
間
に
覆
爾
と
し
て
、
法
華
三
昧
を
悟

つ
た
と

績
高
僧
傳
の
慧
思
傳
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
晴
天
台
智
者

大
師
別
傳
に
は
九
旬
常
坐
、

一
時
圓
讃
と
あ
る
。
彼
は
法
華
三
昧

の
謹
悟
に
お
い
て
、
圓
融
圓
頓
の
諸
法
實
相
を
悟

つ
た
の
で
あ
つ

て
、
法
華
経
安
樂
行
義
に
は

法
華
経
者
大
乗
頓
覧
、
無
師
自
悟
疾
成
二佛
道
一、

一
切
世
間

難
信
法
門
、
凡
是

一
切
新
學
菩
薩
欲
下
求
=大
乗
一超
=過

一
切

諸
菩
薩
一疾
成
中佛
道
上
、
須
下持
戒
忍
辱
精
進
勤
修
=
暉
定
一、

oo

專
心
勤
學
中法
華
三
昧
上

と
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
誰
悟
の

一
端
を
語
る
も
の
と

云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
華
三
昧
の
行
法
に
つ
い
て
は
南
岳

慧
思
の
新
案
に
よ
る
も
の
で
、
主
と
し
て
法
華
経
の
安
樂
行
品
と

普
賢
菩
薩
渤
護
品
に
基
い
て
設
け
た
の
が
法
華
三
昧
で
あ
る
。
彼

は
安
樂
行
を
無
相
行
と
有
相
行
の
二
種
に
分
け
、
無
相
行
に
つ
い

て
法
華
経
安
行
義
に
は

無
相
行
者
印
是
安
樂
行
、

一
切
諸
法
中
心
相
寂
滅
畢
寛
不
γ

一面

生
、
故
名
=無
相
行
'也

と
云
い
、
有
相
行
に
つ
い
て
は

復
次
有
相
行
、
此
是
普
賢
勧
嚢
品
中
、
調
二法
華
経
一散
心
精

進
、

如
レ是
等
人
不
γ修
=琿
定

一不
γ入
=
三
昧
一、
若
坐
若
立

若
行
、

一
心
專
念
=
法
華
文
字

一、
精
進
不
レ臥
如
γ救
一一頭
然
一

α㊥

是
名
=文
字
有
相
行
一

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
無
相
行
は
暉
定
に
入

つ
て
心
相
の
不
生
を
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観
ず
る
安
樂
行
で
あ
り
、
有
相
行
は
散
心
に
法
華
経
を
請
し
て
行

ず
る
行
法
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
、
彼
は
有
相
行
の
う
え
に
無
相

行
を
新
設
し
、
無
相
行
の
根
本
を
暉
定
に
求
め
た
。
然
し
彼
は
法

華
三
昧
の
行
法
を
何
故
に
特
に
法
華
経
の
安
樂
行
品
と
普
賢
渤
獲

品
に
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
彼
の
自
記
に
な
る
立
誓
願

文
の
内
容
か
ら
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
師
ち
末
法
思
想
が
強

く
彼
の
衡
裏
に
あ
り
、
度
か
さ
な
る
悪
比
丘
、
悪
論
師
の
迫
害
に

よ
つ
て
、
末
法
観
が
強
烈
に
自
覧
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
よ
る
の

で
あ
つ
て
、
末
世
に
は
末
世
の
行
法
を
修
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
彊
く
意
識
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
安
樂
行
品

に
は
、如
來
滅
後
、
於
=末
法
中
一欲
読
一一是
経
一、
鷹
r住
=安
樂
行

一、

若
口
宜
設
若
讃
γ経
時
、

不
三樂
説
=
人
及
経
典
過
一、
亦
不
γ

㈲

輕
二慢
諸
鯨
法
師
一

と
云
い
、
普
賢
渤
議
品
に
は

若
後
世
後
五
百
歳
濁
悪
世
中
、
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷

求
索
者
受
持
者
、
讃
調
者
書
篤
者
、
欲
7修
=習
是
法
華
経
一、

於
一一三
七
日
中
一磨
一二

心
精
進
一

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
法
華
経
の
こ
の
二
品
に
は
、
末
法
中
の
教
法

滅
講
の
時
に
際
し
て
の
行
法
が
読
か
れ
て
い
る
。
南
岳
慧
思
が
こ

の
安
樂
行
品
と
普
賢
勘
嚢
品
に
註
目
し
た
の
は
偶
然
の
こ
と
で
は

な
い
。
法
華
三
昧
は
空
観
の
消
極
的
な
暉
観
か
ら
の
獲
展
を
示
す

も
の
で
あ
つ
て
、
諸
法
實
相
を
徹
悟
す
る
無
師
自
悟
疾
成
佛
道
に

到
つ
て
は
、
積
極
的
な
暉
観
に
到
達
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ

㌧
に
彼
の
輝
観
の
特
色
が
あ
り
、
そ
れ
は
天
台
教
學
の
根
源
を
な

す
も
の
と
し
て
、
法
華
三
昧
の
重
要
な
贋
値
を
認
め
ら
れ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
天
台
智
頻
は
摩
詞
止
観
第
二
上
で
四
種
三
昧
を
詳
説
す
る

に
當
り
、
行
者
は
法
華
三
昧
を
宗
と
せ
よ
と

い
つ
て
お
り
、
荊
漢

湛
然
は
止
観
大
意
の
冒
頭
に
お
い
て
、
南
岳
、
天
台
に
泊
ん
で
復

た
法
華
三
昧
に
因

つ
て
陀
羅
尼
を
登
し
、
義
門
を
開
拓
し
観
法
周

圃

備

す

と

述

べ

て

い
る
。

こ
う

し

た
文

章

に
よ

つ
て
も

、

法
華

三
昧

の
天

台
教

観

二
門

に
占

め

る
地

位

の
重
大

な

意
義

を

知

る

こ

と
が

で
き

よ
う
。

四

南
岳
慧
思
の
輝
観
に
關
す
る
限
り
、
我

々
は
大
品
般
若
経
と
大

智
度
論
の
揮
法
に
特
に
重
要
な
意
義
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
諸

法
無
諄
三
昧
法
門
に
は
百
八
三
昧

・
五
百
陀
羅
尼

・
八
解
脱

・
六

波
羅
蜜

・
三
十
七
品

・.四
弘
大
誓
願

・
四
無
量
心

・
四
撮
法

・
八

背
捨

・
九
次
第
定

・
師
子
奮
迅
三
昧

・
超
越
三
昧
等
の
輝
法
を
列

學
し
て
、
そ
の
名
目
の
み
を
記
し
て
い
た
。
随
自
意
三
昧
に
は
念

佛
三
昧

・
般
舟
三
昧

・
法
華
三
昧

・
随
自
意
三
昧
を
記
載
し
て
い

る
が
、
天
台
智
顕
の
次
第
輝
門
に
は
こ
れ
ら

の
縄
法
を
世
間
暉
、

亦
世
間
亦
出
世
間
輝

・
出
世
間
暉

・
非
世
間
非
出
世
間
暉
の
四
種
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鋤

の
暉
法
に
統

一
し
た
。
こ
の
四
種
輝
の
暉
法
は
大
品
般
若
経
、
大

智
度
論
に
読
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
暉
観
で
あ
る
。
南
岳
慧
思
に

は
現
傳
し
な
い
が
次
第
暉
要

一
巻
の
著
作
が
あ
つ
た
と
云
わ
れ
る

が
、
天
台
智
頻
に
よ
る
琿
法
の
膣
系
化
も
實
は
南
岳
慧
思
の
暉
観

思
想
か
ら
最
も
重
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
と
言

つ
て
誤
り
な
い

で
あ
ろ
う
。

圓
頓
止
観
は
摩
詞
止
観
に
説
か
れ
て
い
る
止
観
で
あ
つ
て
、
天

台
観
門
の
根
本
的
規
範
で
あ
る
。
摩
詞
止
観
は
五
略

・
十
廣
を
内

容
と
し
て
い
る
が
、
中
で
も
方
便
を
明
す
巻
四
と
正
修
を
論
く
巻

五
は
圓
頓
止
観
の
申
心
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
所
謂
、
方
便
と
は

二
十
五
方
便
を
云
い
、
正
修
と
は
十
境
十
乗
の
観
法
を
云
う
の
で

あ
る
が
、
天
台
智
頻
は
二
十
五
方
便
も
十
境
十
乗
も
共
に
方
便
と

み
て
、
二
十
五
方
便
を
遠
方
便
と
な
し
、
十
境
十
乗
を
近
方
便
と

匠
別
し
た
。
方
便
の
遠
近
は
從
來
の
阿
毘
曇
の
方
便
二
種
匠
分
に

よ
つ
た
も
の
に
相
違
な
く
、
そ
の
こ
と
は

方
便
各
有
二遠
近
一、
如
二阿
毘
曇
明
一五
停
心
爲
レ遠
、
四
善

㈲

根
爲
γ近
、
通
別
方
便
例
可
二意
知
一

と
あ
る
文
に
よ
つ
て
疑
い
な
い
。
天
台
智
頻
は
摩
詞
止
観
に
二
十

五
方
便
の
腱
系
化
を
試
み
る
以
前
、
二
十
五
方
便
の
初
期
の
構
想

と
し
て
、
修
習
止
観
坐
輝
法
要
に
具
縁
、
詞
欲
、
棄
蓋
、調
和
、方

便
と
い
う
整
理
を
試
み
た
。
こ
の
な
か
方
便
に
つ
い
て
欲
、
精
進

念
、
巧
慧
、

一
心
の
五
法
を
述
べ
て
い
る
が
、
然
し
こ
の
小
止
観

に
説
述

す

る
前

に
、
彼

は

二
十

五
方

便

の
原

型

を
南

岳

慧
思

よ
り

縫

承

し

た
も

の

で
は

な

い
か

。

二
十

五
方

便

は
且
ハ
五
縁

・
呵

五
欲

・
棄

五
蓋

・
調

五
法

の

五
種

五
方

便

を
内

容

と

す

る
。

そ

の
具

五

縁

と

は
持
戒

清

潭

、
衣

食

具

足
、

閑

居
静

虞

、

息
諸

縁
務

、

得
善

知
識

を
云

い
、

呵

五
欲

は
色

、
聲

、

香
、

味

、
鰯

の

五
欲

を
呵

す

る
を
云

い
、
棄

五
蓋

は
寅

欲

、
瞑

悉

、
睡

眠

、
悼

悔

、
疑

を

棄

て

る

を
云

う
。

調

五
法

と

は
調
食

、

調

眠
、

調
身

、

調

息
、

調

心

を

云

い
、

行

五
法

と
は
欲

、

精

進
、

念

、

巧

慧

、

一
心

を
云

う

の

で
あ

る
。
天

台

智
頻

は
摩

詞
止

観

に

二
十

五
方

便

を

説
く

以

前

に

次

第

琿
門

に

お

い
て
明

示

し

た
。

そ

の
次
第

暉

門

と
摩

詞

止
観

と

は

二
十

五
方

便

の
説

に

つ
い
て

は
ま

つ
た
く
同

一
で
あ

る
。
次

第

縄

門

で
は

二
十

五
方

便

を

外
方

便

と

し
、

五
種

法

を
内

方

便

と

し

て
、

今
明

一一修
琿

方
便

一、

大
開

爲

γ
二
、

一
外

方

便

師
是
定

外

用

心
之

法

、

二
者

内

方
便

都
是

定

内

用

・'0
之

法

、

此

二
通

言

=

方

便

一者

善

巧
修

學

之
異

名

、

行

者

於

=
初

縁

申

一善
巧

修

習

㈱

故
名
=方
便
一

と
述
べ
て
い
る
。
外
方
便
と
し
て
の
二
十
五
方
便
は
暉
定
に
入
る

ま
で
の
外
的
準
備
手
段
で
あ
り
、
内
方
便
と
し
て
の
五
種
法
は
入

定
中
に
於
け
る
内
的
手
段
で
あ
る
と
い
え
る
。
摩
詞
止
観
の
方
便

章
に

囲

此

五
法

三
科

出

=
大

論

一、

一
種
出

一一暉

経

一
一
是
諸

輝

師
立
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と
読
か
れ
て
い
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
二
十
五
方
便
の
内
で
呵
五
欲

・
棄
五
蓋

・
行
五
法
は
大
智
度
論
巻
十
七
の
所
説
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
具
五
縁
は
…陣
経
に
、
調
五
事
が
當
時
の
輝
者
に
よ
つ
て
説

か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
諸
法
無
謹
三
昧
法
門
に

呵
五
欲

・
棄
五
蓋

・
行
五
法
の
三
種
五
方
便
が
読
か
れ
て
い
る
の

を
み
る
と
き
、
南
岳
慧
思
が
如
何
に
大
智
度
論
を
理
解
し
、
實
淺

し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
來
る
。
天
台
智
頻
は

南
岳
慧
思
に
師
事
し
て
い
る
間
に
三
種
五
方
便
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
と
み
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
内
方
便
た
る
五
種
法
に
つ
い
て
み
る
に
、
天
台
智
顕
は
次

第
暉
門
に
止
門
、験
善
悪
根
性
、安
心
法
、
治
病
患
、
畳
魔
事
を
説

い
て
い
る
が
、
こ
の
五
種
法
は
摩
詞
止
観
に
い
た
つ
て
は
十
境
十

乗
観
法
に
凝
展
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
内
方

便
の
五
種
法
と
十
境
十
乗
観
法
と
を
比
較
し
、
観
法
の
封
境
が
そ

の
間
如
何
に
嚢
展
し
、
圓
頓
止
観
の
観
心
法
の
艦
系
化
が
如
何
に

進
め
ら
れ
た
か
を
考
察
し
て
み
よ
う
と
考
え
る
。
十
境
十
乗
観
法

を
具
艦
的
に
述
べ
れ
ば
、
十
境
と
は
陰
入
境

・
煩
衡
境

.
病
患
境

・
業
相
境

・
魔
事
境

・
輝
定
境

・
諸
見
境

・
上
慢
境

・
二
乗
境

・

菩
薩
境
を
云
い
、
十
乗
と
は
観
不
思
議
境

・
眞
正
獲
心

・
巧
安
止

観

・
破
法
偏

・
識
通
塞

・
道
品
調
適

・
助
道
封
治

・
知
次
位

・
能

安
忍

∴
無
法
愛
を
云
う
。
初
め
に
五
種
法
と
十
境
と
を
比
較
し
て

み
る
に
、
第

一
止
門
は
観
不
思
議
境
に
、
第
二
験
善
悪
根
性
は
観

業
相
境
に
、
第
三
安
心
法
は
巧
安
止
観
に
、
第
四
治
病
患
は
観
病

患
境
に
、
第
五
覧
魔
事
は
観
魔
事
境
に
相
當
す
る
も
の
で
あ
る
。

天
台
智
頻
は
止
観
法
の
初
期
に
あ
つ
て
、
観
法
と
し
て
は
止
門
と

安
心
法
を
、
観
境
と
し
て
は
験
善
悪
根
性
と
治
病
患
と
畳
魔
事
の

三
種
を
設
定
し
た
。
そ
れ
が
、
次
第
縄
門
か
ら
摩
詞
止
観
に
至
る

中
間
學
説
と
し
て
小
止
観
が
あ
る
が
、
そ
の
小
止
観
に
な
る
と
、

次
第
琿
門
に
述
べ
て
い
る
内
方
便
の
五
種
法
を
正
修
行
法
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
み
る
と
、

修
二止
観
一者
有
三
一種
一、

一
者
於
=坐
中
一修
、
二
者
歴
縁
封

鱒

境

修

と
云

つ
て
、

坐
中

修

と
歴

縁

封

境

修

の

二
門

を
修

す

べ
き

で
あ

る

と
云

い
、

止

門

の
み
な

ら
ず

観

門

を
も

修

す

べ
き

で
あ

る
と

い

つ

て
、

二
者

修

観
有

二
二
種

一
、

一
者
封

治

観

如
下
不
浮

観

樹

=
治

貧
欲

一、

慈

心
観

封

二
治
瞑

悉

一
、

界

分

別
観

封

=
治

著

7
我

、

敷

息

観
封

中
治
多

尋

思
等

上
、

此
不

二
分

別

一也

、

二
者

正

観
、

観

二

諸

法
無

レ相

並
是

因

縁

所

サ
生

、

因
縁

無

r性

印
是

實

相

ド

先

脚

了

=
所

γ
観

之
境

二

切

皆

空
、

能

観

=
之

心

一
自
然

不

γ起

と
述

べ

て

い

る
。

こ

㌧
に
於

て
観
門

を
封

治
観

と
正

観

と

の

二
種

に
分

け

、
正

修
行

と

し

て
は
坐

中

止
観

と

歴
縁

封

境

の
止
観

の

み

が

読

か

れ
、

業
相

・
魔

事

・
病

患

に

つ
い

て
は
封

治

法

を
別

に
読

い
て

い
る
。

次

第
暉

門

で
は

、
業

相

・
魔

事

・
病

患

は

止
観

に
於



257天 台止観の一考察

て
必

然
的

な
封

境

と
さ

れ

て

い
る
。

業
相

に

つ
い
て
、

先

以

γ定

動

、
後

以

γ
智

抜

、

止
爲

一一初

門

一、
善

悪

二
事
之

中

㈱

必
有
=其

『

と
述
べ
て
い
る
が
、
先
以
定
動
後
以
智
抜
と
い
う
こ
と
は
南
岳
慧

思
の
諸
法
無
謬
三
昧
法
門
巻
上
に

若
不
二坐
琿
一李
地
顛
墜
、
若
欲
γ噺
=煩
拶
一先
以
γ定
動
、
然

働

後
智
抜

と
あ
る
の
に
よ
れ
ぼ
、
天
台
智
顕
は
お
そ
ら
く
、
こ
の
諸
法
無
謬

三
昧
法
門
を
讃
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
病
患
に
つ
い

て
は
夫
坐
琿
之
法
、
若
能
善
用
γ心
者
、
則
四
百
四
病
自
然
差
　
、

若
用
γ心
失
γ所
則
動
=
四
百
四
病
一

と
云
い
、
魔
事
に
つ
い
て
は

若
能
安
心
道
門
、
道
高
則
魔
盛

と
云
う
。
以
上
の
業
相

・
病
患

・
魔
事
は
止
観
に
於
て
不
可
避
な

封
境
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
天
台
智
頻
の
自
ら
身
誼
し
た
禮
験
を
語

る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
小
止
観
で
は
業
相

・
病
患

・
魔
事

を
正
修
行
の
封
境
と
せ
ず
、
か
わ
り
に
初
心
の
鹿
齪
、
定
中
利
細

の
妄
心
を
観
の
封
境
と
し
て
い
る
。
次
第
暉
門
や
六
妙
門
で
は
反

観
心
源
、
反
観
心
性
を
説
い
て
い
る
が
、
小
止
観
に
あ
つ
て
は
反

観
所
起
之
心
と
い
う
こ
と
説
い
て
い
る
。
小
止
観
の
妄
心
観
的
思

想
は
南
岳
慧
思
の
諸
法
無
謝
三
昧
法
門
、
随
自
意
三
昧
に
も
み
ら

れ
る
の
で
、
天
台
智
頻
の
妄
心
観
的
立
場
は
南
岳
慧
思
の
暉
観
思

想
を
織
承
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
天
台
智
頻
は
止
観
の
観
境

に
つ
い
て
四
種
の
心
相
を
明
示
し
た
。
畳
意
三
昧
に
、

是
中
略
明
=四
種
心
相
一以
爲
二観
境
一、

何
等
爲
γ四
、

一
者

未
念
二
者
欲
念
、

三
者
念
四
者
念
己
、

未
念
名
=心
未
起
縁

境

一、
欲
念
名
心
一一欲
起
縁
境
一、

念
名
一一縁
境
心
満
住
一、
念

己
名
=縁
境
心
漏
足
己
謝
滅
一

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
こ
の
四
種
心
相
は
妄
心
観
的
立
場
を
示
す

も
の
で
あ
る
が
、
南
岳
慧
思
に
も
既
に
妄
心
観
的
思
想
の
あ
つ
た

事
が
随
自
意
三
昧
の
所
説
か
ら
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
印
ち
随
自

意
三
昧
に
先
観
=未
念
欲
念
一、
心
未
γ起
レ念
時
無
レ有
=心
想
一、
亦
無
=

心
心
敷
法
一是
名
一一心
性

一、
是
心
性
無

r有
二
生
滅
一、
無
明
無

闇
無
空
無
假
、
不
噺
不
常
、

無
相
貌
無
二所
得
一故
是
名
一一心

性
一

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
つ
て
、
天
台
智
顎
の
観
境
と
し
た
心
相
の

源
を
こ
㌧
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
十
五
方
便
は
次
第
暉
門
と
摩
詞
止
観
と
同

一
で
あ
つ
て
、
こ

の
鮎
に
關
し
て
は
天
台
智
頻
が
止
観
の
方
便
説
に
お
い
て
早
く
よ

り
確
乎
た
る
信
念
を
持

つ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
内
方
便
に

つ
い
て
は
次
第
輝
門
と
摩
詞
止
観
と
の
間
に
相
當
の
嚢
展
が
見
ら

れ
、
次
第
縄
門
で
は
止
門

・
験
善
悪
根
性

・
安
心
法

・
治
病
患

・
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覧
魔
事
を
内
方
便
と
し
て
い
る
の
に
樹
し
て
、
摩
詞
止
観
に
は
十

境
を
學
げ
て
、
新
し
く
暉
定
境

・
諸
見
境

・
増
上
慢
境

・
二
乗
境

.
菩
薩
境
の
五
境
を
新
設
し
、
観
法
に
於
て
は
、
次
第
暉
門
や
小

止
観
で
は
止
門
と
安
心
法
が
観
法
の
中
心
を
な
す
も
の
で
あ
つ
た

の
に
比
し
て
、
摩
詞
止
観
で
は
観
不
思
議
境
を
中
心
と
な
し
、
そ

の
他
に
獲
眞
正
菩
提
心

・
善
巧
安
心
止
観

・
破
法
遍

・
識
通
塞

・

道
品
調
適

・
封
治
助
開

・
知
次
位

・
能
安
忍

・
無
法
愛
の
十
乗
を

具
備
す
る
な
ど
獲
展
の
跡
が
著
し
い
。
こ
れ
は
天
台
智
顕
の
暉
學

こ
と
に
般
若
の
研
究
に
よ
つ
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
佛
教
の
實
践

法
を
集
大
成
し
て
教
観
を
判
繹
し
た
も
の
と
云

つ
て
よ
い
。
二
十

五
方
便

・
十
境
十
乗
の
観
法
の
完
成
に
於
い
て
、
圓
頓
止
観
は
名

實
共
に
艦
系
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

註
ω

横
超
慧
日
博
士
著

「
中
國
佛
教

の
研
究
」
の
中
國
南
北
朝
時
代

の

佛
教
學
風

・
二
五
六
頁
以
下
参
照

ω

安
藤
俊
雄
博
士
の

「
天
台
初
期
の
暉
法
」
大
谷
學
報
三
六
の
四
、

一
九
頁
参
照

個

次
第
輝
門
巻
第

一
之
下

(大
正
四
六

・
四
八
〇

a
)

ω

諸
法
無
諄

三
昧
法
門
巻
上

(大
正
四
六

・
六

二
九
b
)

㈲

諸
法
無
諄
三
昧
法
門
巻
下

(大
正
四
六

・
六
三
三
a
)

㈲

諸
法
無
謬
三
昧
法
門
巻
下

(大
正
四
六

・
六
三
三

a
～

b
)

ω

諸
法
無
謬

三
昧
法
門
巻
下

(大
正
四
六

・
六
三
六

b
)

㈲

諸
法
無
課
三
昧
法
門
巻
下

(大
正
四
六

・
六
三
六

c
)

(23)(22)(21)(20)(1{動(18)(17)(16)(15}(14)(13)(12}(11)(10)(9)(24)(26)(25)

諸
法
無
謬

三
昧
法
門
巻
下

(大
正
四
六

・
六
三
九
a
)

四
念
庭
巻
第

一

(大
正
四
六

・
五
五
九

c
)

四
念
庭
巻
第

一

(大
正
四
六

・
五
六
〇

a
)

随
自
意
三
昧
行
威
儀
品
第

一
(卍
績

二
、
三
、
四
、
三
四
四
右
下
)

首
樗
嚴
三
昧
経
巻
上

(大
正

一
五

・
六
三
三
b
)

塵
詞
止
観
巻
第

二
上

(大
正
四
六

・
一
四
b
)

随
自
意
三
昧
行
威
儀
品
第

一
(卍
績

二
、
三
、
四
、
三
四
四
右
下
)

思
惟
略
要
法

(大
正

一
五

・
二
九
七

c
～
三
〇
〇

c
)

法
華
経
安
樂
行
義

(大
正
四
六

・
六
九
七

c
)

法
華
叢
安
樂
行
義

(大
正
四
六

・
七
〇
〇

a
)

法
華
経
安
樂
行
義

(大
正
四
六

・
七
〇
〇

a
～

b
)

妙
法
蓮
華
経

(大
正
九

二
二
七

c
～
三
八

a
)

妙
法
蓮
華
経

(大
正
九

・
六

一
b
)

止
観
大
意

(大
正
四
六

・
四
五
九

a
)

横
超
慧
日
博
士
に
、

「南
岳
慧
思

の
法
華
三
昧
」

(宮
本
正
尊
教

授
還
暦
記
念
論
文
集
、
印
度
學
佛
教
學
論
集
所
牧
)
が
あ
り
、
安

藤
俊
雄
博
士
に

「
慧
思
の
法
華
思
想
i
智
度
論
と
の
關
係
を
中
心

と
し
て
ー
」

(山

口
博
士
還
暦
記
念
、

印
度
學

佛
教
學

論
叢
所

牧
)
が
あ
る
か
ら
、
慧
思

の
法
華
三
昧

に
つ
い
て
は
参
照
さ
れ
た

い佐
藤
哲
英
博
士
著

「
天
台
大
師
の
研
究
」
第

二
章
次
第
縄
門
、

一

〇
三
頁
以
下
参
照
。

塵
詞
止
観

(大
正
四
六

・
三
五

c
)

關

口
眞
大
博
士
著

「
小
止
観

の
研
究
」
参
照



(=)(36)(濁)(34)(33)(32)(31)(30)(29)(28)〔27}・'

 

○

次
第
輝
門
巻
第
二

(大
正
四
六

・
四
八
三

c
)

摩
詞
止
観
巻
第
四
上

(大
正
四
六

二
二
六

a
)

小
止
観

(大
正
四
六

・
四
六
六

c
)

小
止
観

(大
正
四
六

・
四
六
七
b
)

次
第
暉
門
巻
第
三
上

(大
正
四
六

・
四
九
四

a
)

諸
法
無
諄
三
昧
法
門
巻
上

(大
正
四
六

・
六

二
七
c
)

次
第
縄
門
巻
第
四

(大
正
四
六

・
五
〇
五
b
)

次
第
輝
門
巻
第
四

(大
正
四
六

・
五
〇
六

c
)

畳
意
三
昧

(大
正
四
六

・
六

二
一二
a
)

随
自
意

三
昧

(卍
績

二
、
三
、
四
、
三
四
五
右
上
)

關
口
眞
大
博
士
に
は

「
天
台
止
観
の
成
立
と
そ
の
展
開
」

(佛
教

の
根
本
眞
理

・
第
三
編
中
國
佛
教

の
形
成
と
眞
理
観

・
第
七
章
八

四

一
頁
以
下
参
照

佐
藤
哲
英
博
士
著

「
天
台
大
師
の
研
究
」

に
は
天
台
大
師

の
著
作

が
詳
細

に
記
述
さ
れ

て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
思
想
の
源
流

を
た
ど

る
に
と
ど
め
た
。
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